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［
上
巻
］

文
化
教
室

を
営
む
浦
上

隆
志
を
訪
れ

た
初
対
面
の

女
性
杉
坂
房

子
は
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
失
踪
し
た
夫
を
探

し
て
く
れ
と
隆
志
に
頼
む
。
そ
の
夫
伊
庭
潤

い

に

わ

は
一
年
前
、
水
墨
画
教
室
に
在
籍
し
た
の
だ

と
い
う
。
隆
志
の
奇
妙
な
失
踪
人
探
し
が
始

ま
っ
た
。

い
つ
か
お
ち
い
る
房
子
と
の
恋
。
そ
の
語

ら
い
の
中
に
浮
か
び
上
が
る
隆
志
の
生
い
た

ち
。
滋
味
溢
れ
る
推
理
長
編
。

［
下
巻
］

失
踪
し
た

夫
探
し
は
、

浦
上
隆
志
を

は
か
ら
ず
も

日
中
戦
争
の

裏
面
史
へ
引
き
ず
り
こ
ん
だ
。

民
族
抑
圧
に
抗
し
た
明
末
清
初
の
画
家

八
大
山
人
へ
の
敬
慕
。
中
国
の
故
事
「
銜
石
」

は
ち
だ
い
さ
ん
じ
ん

か
ん
せ
き

に
託
し
て
描
く
日
中
戦
争
下
の
知
日
派
中
国

人
の
苦
悩
。
し
だ
い
に
明
ら
か
と
な
り
、
上

海
に
見
え
か
く
れ
す
る
主
人
公
半
生
の
謎
。

悠
々
た
る
筆
致
で
つ
づ
る
物
語
は
意
外
な
展

開
に
！

（

画
像
は
講
談
社
文
庫
版
表
紙
）

［
内
容
紹
介
］

文
庫
本
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
よ
り

陳
舜
臣
氏
は
常
に
、
歴
史
の
激
動
の
中
で

生
き
る
人
間
を
凝
視
し
、
民
族
の
誇
り
を
失

わ
ず
、
権
力
に
お
も
ね
ら
な
い
人
間
を
、
優

し
い
共
感
を
も
っ
て
眺
め
て
い
る
。

長
編
ミ
ス
テ
リ
ー
・
ロ
マ
ン
と
も
い
う
べ

き
本
書
『
夢
ざ
め
の
坂
』
の
魅
力
も
ま
た
、

そ
う
い
う
点
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

杉
坂
房
子
の
伊
庭
探
し
に
協
力
す
る
気
持

ち
に
な
っ
た
の
は
、
房
子
に
魅
力
を
感
じ
た

せ
い
も
あ
る
が
、
一
つ
に
は
伊
庭
が
行
方
知

れ
ず
に
な
っ
た
自
分
の
母
と
妹
と
再
会
し
た

い
と
い
う
夢
を
捨
て
き
れ
ず
に
家
を
出
た
ら

し
い
か
ら
だ
っ
た
。

実
は
、
浦
上
自
身
、
中

国
の
上
海
で
日
本
人
の
父

親
と
中
国
人
の
母
親
の
間

に
生
ま
れ
た
が
、
父
親
は

終
戦
直
後
に
病
死
。
父
の

弟
で
あ
る
叔
父
の
家
に
引

き
取
ら
れ
、
日
本
へ
の
引

き
揚
げ
も
叔
父
一
家
と
一

緒
だ
っ
た
。
以
後
、
母
親

に
は
会
っ
て
い
な
い
。
そ

れ
だ
け
に
母
へ
の
思
慕
の

念
が
強
く
、
伊
庭
の
心
情

も
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う

な
気
が
し
た
の
で
あ
る
。

『
夢
ざ
め
の
坂
』
の
導
入
部
は
、
ま
ず
、
こ

う
い
う
発
端
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
状
況
と
、

同
時
に
浦
上
が
次
第
に
房
子
に
惹
か
れ
て
い

く
恋
愛
小
説
的
な
要
素
で
、
読
者
の
興
味
を

か
き
立
て
る
。

ミ
ス
テ
リ
ー
の
手
法
を
駆
使
し
な
が
ら
、

実
は
、
歴
史
の
激
動
の
中
で
、
抵
抗
の
精
神

を
持
続
し
続
け
た
人
々
の
個
性
的
な
肖
像
を

さ
り
げ
な
く
浮
き
彫
り
に
す
る
と
い
う
の
が
、

作
者
の
意
図
な
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
太

平
洋
戦
争
中
の
上
海
の
状
況
が
作
中
で
、
弓

満
と
い
う
人
が
書
い
た
『
孤
島
に
て
』
と
い

う
小
説
の
形
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

『
孤
島
に
て
』
の
中
に
は
、
身
の
危
険
に

さ
ら
さ
れ
な
が
ら
、
黙
々
と
地
下
抗
日
抵
抗

運
動
に
従
事
す
る
一
人
の
男
と

人
妻
と
の
出
会
い
が
描
か
れ
て

い
る
。
こ
う
い
う
命
懸
け
で
、

民
族
的
な
誇
り
を
守
ろ
う
と
す

る
人
々
を
作
者
は
、
畏
敬
の
念

を
も
っ
て
描
き
続
け
て
来
た
の

で
あ
る
。

主
人
公
の
恋
愛
や
母
親
捜
し

と
か
ら
め
て
ミ
ス
テ
リ
ー
的
手

法
で
浮
彫
り
に
さ
れ
て
い
る
所

が
、
こ
の
作
品
の
最
大
の
魅
力

と
い
え
る
だ
ろ
う
。

(

画
像
は1

9
2
8

年
の
外
灘
。

W
ikip
e
d
ia

よ
り)

権
田
萬
治
氏
の
解
説
か
ら
抜
粋
・引
用

傍
線
は
編
集
委
員
の
加
筆

杉
坂
房
子
の
伊
庭
探
し
に
協
力
す
る

浦
上
隆
志
の
心
情

作
者
の
意
図
、作
品
の
魅
力
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『夢ざめの坂』 主な登場人物 及び 「上海ブルースの世界」

●
浦
上
隆
志

主
人
公
。
浦
上
ビ
ル
の
オ
ー
ナ
ー
。

戦
争
中
の
上
海
で
生
ま
れ
る
。
父
は
終
戦
直
後
に

病
死
。
叔
父
一
家
と
引
揚
げ
。
母
親
は
中
国
人
。

引
揚
げ
後
、
母
親
に
は
会
っ
て
い
な
い
。

●
浦
上
晴
子

隆
志
の
妻
。
22
年
連
れ
添
い
、
亡

く
な
っ
て
一
年
に
な
る
。

●
塩
村
真
弓

商
社
員
の
妻
。
ア
メ
リ
カ
な
ど
、

海
外
暮
ら
し
の
経
験
が
あ
る
。
浦
上
ビ
ル
で
英
語

教
室
を
開
く
。
受
付
な
ど
も
手
伝
っ
て
い
る
。
浦

上
晴
子
と
一
緒
に
海
外
旅
行
を
す
る
仲
だ
っ
た
。

●
杉
坂
房
子

夫
・
伊
庭
潤
を
探
し
て
ほ
し
い
と

浦
上
ビ
ル
を
訪
れ
る
。
外
国
の
美
術
工
芸
品
の
輸

入
販
売
、
ア
ー
ト
チ
ャ
ー
ト･

ス
ギ
サ
カ
経
営
。

●
伊
庭(

い
に
わ)

潤

母
親
と
妹
を
探
し
て
い
る
。

小
学
校
に
入
る
前
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
来
た
老

華
僑
の
と
こ
ろ
に
養
子
に
出
さ
れ
る
。
伊
庭
と
い

う
姓
は
養
父
が
日
本
国
籍
を
取
っ
た
と
き
に
つ
け

た
苗
字
。
潤
と
い
う
名
も
養
父
が
つ
け
た
ら
し
い
。

そ
の
資
力
で
イ
ギ
リ
ス
に
留
学
。
留
学
中
に
養
父

が
病
死
。
ロ
ン
ド
ン
の
美
術
商
の
店
員
と
な
る
。

●
ド
ク
タ
ー
・
リ
ッ
プ
マ
ン

杉

坂
房
子
の
仕
事
上
の
チ
ー
ム
の

参
謀
、
相
棒
。
大
学
の
医
学
部

で
解
剖
を
専
攻
。
化
石
人
類
の

研
究
者
で
も
あ
る
。
消
え
た
北

京
原
人
の
頭
蓋
骨
に
興
味
を
持

つ
。
「
お
話
づ
く
り
」
が
好
き
。

●
悟
心
尼(

ご
し
ん
に)

御
影

に
あ
る
般
若
庵
の
庵
主
。
母
の

は
ん
に
ゃ
あ
ん

死
後
、
寧
波
の
尼
寺
で
修
行
。

30
年
前
日
本
へ
。
浦
上
隆
志
よ

り
少
し
若
い
。

●
竹
浜
弘
子

悟
心
尼
の
助
手
、
秘
書
。
日
本
人

と
の
間
に
息
子
・
ジ
ョ
ン
を
も
う
け
る
。
離
婚
後
、

李
と
い
う
五
十
男
の
華
僑
と
結
婚
。
多
額
の
現
金
、

不
動
産
を
せ
し
め
、
別
れ
る
。
李
が
ジ
ョ
ン
を
可

愛
が
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ジ
ョ
ン
は
李
が
育
て

る
こ
と
に
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
人
と
の
間
に
娘
・

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
を
も
う
け
る
。

●
岡
村
奈
津
子

通
称
、
ナ
ン
シ
ー
。
東
門
筋
に

あ
る
ス
ナ
ッ
ク
「
ナ
ン
シ
ー
」
の
オ
ー
ナ
ー
。
店

は
娘
夫
婦
に
任
せ
て
い
る
。
か
つ
て
、
上
海
で
ダ

ン
サ
ー
。

●
鈴
木
ス
マ
コ

奈
津
子
の
娘
。
ス
マ
コ
の
「
ス

マ
」
は
四
馬
路
の
「
ス
マ
」
と
い
う
。

●
安
西
マ
リ

偽
名
ら
し
い
。
岡
村
奈
津
子
の
相

棒
だ
っ
た
。
「
割
り
切
り
女
」
の
異
名
を
も
つ
。

●
森
田
警
部

岡
村
奈
津
子
が
暴
漢
に
襲
わ
れ
る

と
い
う
事
件
が
起
き
、
調
査
に
あ
た
る
。
以
前
か

ら
、
岡
村
奈
津
子
、
安
西
マ
リ
を
調
べ
て
お
り
、

二
人
に
つ
い
て
、
か
な
り
の
情
報
を
持
つ
。

●
康
基(
こ
う
き)

上
筒
井
に
あ
る
喫
茶
店
「
リ

ラ
」
の
オ
ー
ナ
ー
。

●
紅
蘭

康
基
の
娘
。
悟
心
尼
の
弟
子
。

●
黄
明
日(
こ
う
め
い
じ
つ)

喫
茶
店

「
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ゲ
イ
ト
」
の
マ
ス

タ
ー
。
通
称
「
ア
シ
タ
」
。

●
梁
培
海

八
大
山
人
の
コ
レ
ク
タ
ー
。

「
自
分
は
八
大
山
人
と
同
じ
遺
民
だ
」

と
の
思
い
が
強
い
。

●
弓
満(

き
ゅ
う
ま
ん)

『
孤
島
に
て
』

の
作
者
。
本
名
、
梁
延
宜
。

●
月
英(

げ
つ
え
い)

中
国
人
。
戦
時

下
の
上
海
で
抗
日
運
動
。
同
じ
志
を

持
つ
日
本
人
の
夫
と
の
間
に
男
の
子
。

弓
満
と
は
幼
馴
染
み
。
そ
れ
以
上
。

主
な
登
場
人
物(

ネ
タ
バ
レ
に
な
ら
な
い
程
度
に)

リ
ラ
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
ラ
イ
ラ
ッ
ク
の
は
ず
で
あ
る
。
も
く
せ
い
科
の

植
物
だ
が
、
上
海
か
ら
引
揚
げ
た
隆
志
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
あ
る

種
の
感
傷
を
誘
う
名
で
あ
る
。

上
海
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
戦
前
の
流
行
歌
の
歌
詞
に
、
リ
ラ
の
花
が
咲

く
宵
に
、
愛
す
る
人
を
お
も
い
出
す
、
と
い
う
意
味
の
く
だ
り
が
あ
っ
た
。

リ
ラ
と
い
え
ば
、
上
海
の
四
馬
路
や
イ
ギ
リ
ス
総
領
事
館
の
近
く
に
あ
っ

ス

マ

ロ

た
ガ
ー
デ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
が
連
想
さ
れ
る
。(

上
p.
33)

涙
ぐ
ん
で
る

上
海
の

夢
の
四
馬
路
の

街
の
灯

ス

マ

ロ

リ
ラ
の
花
散
る

今
宵
は

君
を
想
い
出
す

何
も
言
わ
ず
に

別
れ
た
ね
君
と
僕

ガ
ー
デ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ

誰
と
見
る
青
い
月

「
上
海
ブ
ル
ー
ス
」
は
一
九
三

八
年
に
で
き
た
歌
で
す
。
私
は

こ
の
歌
が
好
き
で
、
カ
ラ
オ
ケ

で
よ
く
歌
い
ま
す
。

陳
舜
臣
さ
ん
は
作
中
、
喫
茶
店
の
名
に
「
リ
ラ
」
を
使
い
、
鈴
木
ス
マ

コ
の
「
ス
マ
」
は
四
馬
路
の
ス
マ
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、

ス

マ

ロ

外
灘
は
英
語
名
、
バ
ン
ド
で
す
が
、
昔
、
上
海
に
い
た
日
本
人
の
集
ま
り

ワ
イ
タ
ン

と
し
て
、
「
バ
ン
ド
会
」
を
筋
に
絡
め
ま
す
。

戦
時
中
の
上
海
は
別
天
地
あ
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
日

本
軍
は
外
国
租
界
を
接
収
し
た
。
だ
が
、
そ
れ
ま
で
上
海
の
も
っ
て
い
た
、

国
際
的
な
雰
囲
気
や
自
由
の
気
風
と
い
っ
た
も
の
は
、
ま
だ
、
残
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
、
自
由
に
あ
こ
が
れ
る
人
た
ち
を
誘
い
寄
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
身
一
つ
で
上
海
に
来
た
日
本
の
女
性
の
な
か
に
は
、
過
去
の
ど

こ
か
に
暗
い
部
分
が
あ
り
、
そ
れ
を
消
す
た
め
に
来
た
人
も
い
た
。

(

上
p.
165)

物
語
の
根
は
上
海
に

「
上
海
ブ
ル
ー
ス
」
の
世
界

手前、ガーデン・ブリッジから外灘を望む

（
リ
ラ
の
花
）



芦屋の山手に住む高田という引退実業家の夫人が、

宋代の白磁鳳首壺、油滴天目、明・清の絵画数点な
は くじほうしゅつぼ ゆ てきてんもく

ど、名品を手放したがっているという情報を掴み、

ドクター・リップマン、杉坂房子、浦上隆志は高田

邸を訪れます。

絵画四点はすべて軸物で、壁にかけられていた。

四点の絵画のなかで、隆志が作者の名を知ってい

たのは八大山人だけであった。八大山人は明末に生

まれ、二十歳前後のころ明王朝が滅亡した。彼は石
せき

濤とならんで、清初最高の画人とされている。個性
とう

的な作風は、つぎの世代の揚州八怪にうけつがれた。
ようしゅうはっかい

八大山人の絵は水墨の山水である。隆志は房子か

ら、その絵が「秋風白」と呼ばれていると聞いてい

た。秋の風景だけあって、さびしげである。左下は

河か池のようにみえ、岩山がその上にあり、段状の

道が頂上あたりにつづく。右がわは野原のようになっ

ていて、山水画としても空間が多い構図である。右

肩に、

秋野白 秋風白

と、しるされている。秋の野原は白く、秋風も白

い、という意味である。これは唐の李賀という詩人

の「南山田中行」と題する作品の冒頭の句だが、隆

志はこれも房子に教えられていた。(上p.188)

ところが、この「秋風白」は偽物でした。

「秋風白」の本物を所有する梁という八大山人コ

レクターについての紅蘭と隆志の会話です。

「(梁さんは)絵が好きだというほかに、八大山人そ

の人が好きだったようです。あたし、あの人からな

んどもききました。……自分は八大山人とおなじ遺

民だ、ということを」

「イミン？」

「遺された臣民です。八大山人は明王朝の皇族でし

たね。明がほろびて、満州族の清王朝となりますと、

新王朝に仕えない人たちは、遺民と呼ばれたそうで

す。……八大山人も明の遺民と称していましたが、

梁さんは海外に出て、国籍はもうマレーシアになっ

ているでしょうが、精神的には中国の遺民だとおっ

しゃるのです」(上p.224)

「梁さんは、日中戦争が始まったころ、まだ中国

にいました。日本占領下で、遺民になったのです。

土地の有力者だったので、日本軍に協力するように

依頼されたのですが、一切の職につきませんでした。

遺民の道をえらんだのです」 (上p.225)

紅蘭の語りは続きます。

「八大山人の号を使ったのは、六十になってから

でした。それは、あの字を崩すと、コレヲ哭ク、と

なるからです。コレというのは、明王朝の滅亡でしょ

うが。……そうなの、八の字を両側から丸めるよう

にして書けば、二つの口ができます。それに大をつ

けると哭です。山人をつづけて書けば、之という字
これ

に似ます。……あの秋風白のサインは、ほかの絵の

サインにくらべて、いちばんはっきりとそう読めま

す。梁さんがあの絵を気に入ったのは、そのためで

したから」(上p.233)

『中国画人伝』「八大山人」の冒頭です。

八大山人のえがく鳥は、すべて屹然とした姿勢を

とっている。その目は鋭く、人間の理不尽を許さず、

あくまでもなにものかにはむかおうとしているかに

みえる。じっと見ていると、その目に抵抗の光をと

もしたいだけのために、鳥を描いたという気がして

くる。

陳さんはこの文章に、下の絵を添えています。

この絵の署名を拡大した

のが右のＡです。八大山人

の別の絵では、Ｂのような

署名もあります。「哭之」

というより、人の顔に見え

ますが…。

あと、「涙点多し」の章については次ページでふ

れます。

2021.9.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.45 ＜３＞

陳舜臣さんは、八大山人(1626?-1705?) や梁さんを共感を持って描きます
はちだいさんじん

《１． 「秋風白」の章 》

《2．「遺民」の章 》

《3．八大山人のサイン 「哭之」 》

《4．陳舜臣『中国画人伝』 》

陳さんは『夢ざめの坂』の章、「秋風白」「遺民」「涙点多し」で紙幅を割いて八大山人と梁という八大山
しゅうふうはく い み ん

人コレクターについて詳述します。二人を繋ぐのは、新来の侵入者に阿ることのない「遺民」の心情でしょうか。
つな おもね

陳
舜
臣
『
中
国
画
人
伝
』
「
八
大
山
人

花
卉
雜
画
冊
」
よ
り

Ａ Ｂ



この章は、般若庵を訪問した浦上隆志が、応接
はんにゃあん

間に掛かっている水墨画に気づき、悟心尼が「石
ご し ん に せき

濤ですの」というところから始まります。章の名
とう

は、揚州八怪の一人、鄭板橋が、八大山人を詠ん
ようしゅうはっかい ていはんきょう

だ詩の一句、「墨点多からず涙点多し」から付け

られています。引用します。

八大山人の絵は、墨を惜しむこと黄金のごとし、

といわれるほど余白部分が多く、それが独特の雰

囲気を醸し出している。余白部分が多いだけでな

く、焦墨といって、墨の部分もかすれ気味に描か

れている。よけいに白っぽくみえる。

だが、余白の部分には、じつは涙がこめられて

いるのだ、と鄭板橋は解した。亡国の憂いの涙点

が、その余白にびっしりと打たれ、ただ肉眼には

見えないだけである。(上p.275)

この章で、陳さんは、八大山人と同じ時代、明

末清初に生きた画人、石濤に言及し、二人の人生

を比較詳述します。

次は、悟心尼の語りです。

「この二人の画家は二百数十年前の世界に生きた

人ですが、おなじような状況が、つい、五十年ほ

どまえに再現しましたわ。日本が中国に出兵して、

広い土地を占領しました。その地方で、おなじよ

うな状況になっています。日本はその地方の人に

服従のあかしをもとめましたわ」(上p.269)

八大山人コレクターは、最初、梁某でしたが、

やがて、梁培海と姓名が明かされます。
りょうばいかい

ここで、隆志は、紅蘭からきいた梁培海のこと

を思い出します。日本軍から、協力するよう圧力

がかかりますが、梁培海は「服従」を潔しとせず、

上海の龍華寺

に入って、出

家してしまい

ます。

陳さんは、

八大山人や梁

培海のような

人たちを優し

い共感を持っ

て描きます。

2021.9.1 陳舜臣さんを語る会通信 NO.45 ＜ ４ ＞

陳舜臣さんは、八大山人や梁さんを共感を持って描きます（前頁より続く）

『夢ざめの坂』徳島新聞夕刊の連載予告(1989.8.26)及び連載第１回(9.1)

《5．「涙点多し」の章 》

上海、龍華寺境内 編集委員撮影


